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１２
月
１０
日
、
１１
日
に
各
会
派
を
代
表
し
て
６
人
の
議
員
が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁

の
一
部
を
お
伝
え
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
１６
人
の
議
員
が
個
人
質
問
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
内

容
は
後
日
作
成
さ
れ
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
会
議
録
は
市
役
所
の
情
報
公
開
課
を
は
じ
め
、
図

書
館
や
地
区
公
民
館
等
に
備
え
て
お
り
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
大
阪
府
教
育
委
員
会
は
、
府

立
高
校
特
色
づ
く
り
・
再
編
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
吹
田
高
校
定
時
制
の

廃
校
を
計
画
し
て
い
る
。

働
き
な
が
ら
学
ば
ざ
る
を
得
な
い

人
、
不
登
校
経
験
者
や
高
校
中
退

者
に
と
り
、
夜
間
定
時
制
高
校
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
学
校
で
あ
る
。

府
に
対
し
、
廃
校
反
対
の
抗
議

を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

本
市
教
育
委
員
会
の
見
解
は
ど
う

か
。答

府
立
高
校
特
色
づ
く
り
・

再
編
整
備
計
画
は
、昼
間
の
高
校
、

単
位
制
高
校
へ
の
入
学
を
希
望
す

る
生
徒
が
多
い
中
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
興
味
、
関
心
、
能
力
、
適
正

等
に
対
応
で
き
る
高
校
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
吹
田
高
校
定
時
制
は
、

多
く
の
勤
労
学
生
が
夜
間
に
学
び
、

ま
た
、
様
々
な
生
活
課
題
を
抱
え
た

生
徒
が
進
学
す
る
と
い
う
役
割
も
担

っ
て
お
り
、
吹
田
市
進
路
指
導
協
議

会
を
中
心
に
、
吹
田
市
立
各
中
学
校

と
の
連
携
を
強
め
て
き
た
。

こ
う
し
た
取
組
み
や
、
同
校
が
果

た
し
て
き
た
成
果
を
踏
ま
え
、
今
回

の
計
画
が
、
不
登
校
経
験
者
や
高
校

中
退
者
に
と
っ
て
も
学
ぶ
機
会
や
意

欲
が
十
分
保
障
さ
れ
る
も
の
と
な
る

よ
う
、
引
き
続
き
大
阪
府
教
育
委
員

会
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

問
本
市
が
自
立
し
た
地
方
自
治

体
と
し
て
独
自
性
を
打
ち
出
し
て
い

く
た
め
に
は
、
税
負
担
と
受
益
の
バ

ラ
ン
ス
を
高
い
次
元
で
均
衡
さ
せ
る

だ
け
の
財
政
基
盤
の
安
定
化
方
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
収
縮
し
て
い
る

財
源
に
見
合
っ
た
事
業
運
営
を
心
が

け
る
必
要
が
あ
る
。
市
長
は
、
選
挙

公
約
を
実
現
す
る
た
め
に
、
事
業
を

積
み
増
し
て
い
る
が
、
相
応
す
る
事

業
を
削
減
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
本
市
で
は
、平
成
９
年（
１
９

９
７
年
）
度
に
行
財
政
改
革
実
施
方

針
、
同
改
善
計
画
を
策
定
し
、
行
財

政
改
革
の
取
組
み
を
進
め
て
き
た
。

中
で
も
、
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

を
目
指
し
、平
成
１２
年（
２
０
０
０

年
）
度
に
は
財
政
健
全
化
計
画
（
案
）

を
策
定
し
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
さ
ら
に
歳
入
の

確
保
や
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
を
基
本
的
な
視
点
と
し
て
、

事
務
事
業
評
価
結
果
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、
普
通
建
設
事
業
や
事
務
事
業

の
精
査
、
見
直
し
に
努
め
た
い
。
ま

た
、
事
業
の
委
託
化
の
推
進
や
、
国

か
ら
地
方
へ
の
税
財
源
の
移
譲
な

ど
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
み

を
行
う
こ
と
で
、
収
支
均
衡
を
確
保

し
て
い
き
た
い
。

問
市
役
所
低
層
棟
の
屋
上
緑
化

事
業
に
つ
い
て
、
昨
年
の
７
月
定
例

会
で
、
屋
上
緑
化
の
必
要
性
や
、
費

用
対
効
果
の
検
討
な
ど
を
行
う
よ
う

条
件
提
示
を
し
、
承
認
し
た
が
、
屋

上
緑
化
の
目
的
に
つ
い
て
十
分
な
検

討
は
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、
契
約
に
際
し
、
緑
化
及
び

防
水
に
つ
い
て
、
１５
年
間
の
保
証
を

明
記
す
る
よ
う
意
見
を
述
べ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
た
の
か
。

答
本
庁
舎
の
屋
上
緑
化
に
つ
い

て
は
、
吹
田
市
役
所
エ
コ
オ
フ
ィ
ス

プ
ラ
ン
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
基

づ
く
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
環
境

に
配
慮
し
た
事
業
を
進
め
る
と
い
う

環
境
方
針
で
実
施
す
る
。

契
約
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
１１
月

に
指
名
競
争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、

落
札
価
格
は
４
９
１
４
万
円
と
な
っ

た
が
、
１５
年
間
の
保
証
を
契
約
条
件

と
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
１０
年
間
の

防
水
保
証
と
特
記
仕
様
書
に
５
年
間

の
植
栽
の
維
持
管
理
を
す
る
こ
と
を

明
記
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

問
契
約
に
あ
た
り
、
指
摘
し
た

内
容
に
つ
い
て
、
議
会
へ
の
報
告
も

な
く
、
議
会
軽
視
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
こ
の
請
負
契
約
を
一
時
中
断

し
、
こ
う
し
た
問
題
の
整
理
に
あ
た

っ
て
は
ど
う
か
。

答
工
事
執
行
に
つ
い
て
は
、
い

っ
た
ん
中
断
し
、
議
会
の
理
解
を
得

た
上
で
執
行
し
て
い
き
た
い
。
今
後

は
、
議
会
軽
視
と
い
っ
た
指
摘
を
受

け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
留
意
し

て
い
き
た
い
。

問
学
校
施

設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
、
障

害
の
あ
る
児

童
・
生
徒
の
安

全
で
円
滑
な
移

動
だ
け
で
な

く
、
交
流
教
育

や
障
害
者
理
解

教
育
の
充
実
、

開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
の
た
め

に
も
重
要
で
あ

る
が
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
何
校

に
設
置
し
て
い

る
の
か
。

答
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
車
い
す

利
用
の
児
童
・
生
徒
が
通
う
小
学
校

１０
校
、
中
学
校
４
校
の
う
ち
、
子
ど

も
た
ち
の
障
害
の
状
況
や
在
籍
状
況

等
を
踏
ま
え
、
小
・
中
学
校
各
１
校

に
設
置
し
て
い
る
。

問
片
山
小
学
校
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

を
求
め
る
請
願
が
同
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
教
育
委
員

会
は
こ
の
請
願
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。

答
同
校
に
は
養
護

学
級
が
４
学
級
あ
り
、

３
人
の
肢
体
不
自
由
児

を
含
む
１３
人
の
障
害
の

あ
る
児
童
が
在
籍
し
て

い
る
。
ま
た
、
来
年
度

も
重
度
重
複
障
害
児
童

の
入
学
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
同
校
区

内
に
は
、
肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設

わ
か
た
け
園
や
市
民
病
院
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
同
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
設
置
の
必
要
度
は
高
い
と
考
え
て

い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
障

害
の
あ
る
児
童
や
同
校
を
取
り
巻
く

状
況
、
市
民
病
院
内
の
院
内
学
級
の

設
置
も
含
め
た
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
理
念
に
基
づ
く
養
護
教
育
の

取
組
み
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が

ら
、
今
回
の
請
願
を
重
く
受
け
と
め

て
い
き
た
い
。

屋屋上上緑緑化化工工事事がが中中断断ししてていいるる市市庁庁舎舎低低層層棟棟

高高野野台台小小学学校校にに設設置置さされれたたエエレレベベーータターー

次
の
意
見
書
案
４
件
を
可
決
し
、
政
府
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

◇
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
の
早
急
な
引
上
げ
を
求
め
る

意
見
書

現
在
、
国
民
の
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
不
安
や
不
信
が
急
激
に
高

ま
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
国
民
年
金
の
未
加
入
者
及
び
保
険
料
未
納

者
が
増
加
し
て
お
り
、
将
来
年
金
を
受
給
で
き
な
い
無
年
金
者
や
低
年

金
者
を
増
大
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
回
復
し
、
将
来
に
わ
た
り

安
心
し
た
制
度
と
な
る
よ
う
、
ま
た
、
制
度
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
を
３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
へ
と
、

早
急
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

（
全
員
賛
成
）

◇
「
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
」
の
実
効
確
保
を
求
め
る
意
見

書大
気
汚
染
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
窒
素
酸
化
物
（
Ｎ
Ｏ
ｘ
）

や
、
発
が
ん
性
の
お
そ
れ
の
あ
る
粒
子

状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
）
の
大
半
を
占
め
る
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
の
排
ガ
ス
対
策
は
、
緊
急

の
課
題
で
あ
る
。
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ

Ｍ
法
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
し
、
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ

Ｍ
を
規
制
値
ま
で
除
去
で
き
る
低
減
装

置
の
早
期
開
発
・
実
用
化
を
働
き
か
け

る
こ
と
。

ま
た
、
規
制
に
適
合
す
る
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
や
低
公
害
車
へ
の
買
換
え
等
に
要

す
る
負
担
軽
減
の
た
め
、
税
制
措
置
や

融
資
制
度
を
拡
充
し
、
十
分
な
予
算
措

置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

（
全
員
賛
成
）

◇
観
光
立
国
へ
積
極
的
な
施
策
推
進
を
求
め
る
意
見
書

次
の
諸
対
策
を
実
施
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。
�
観
光
総
合
戦
略
を
策
定

す
る
観
光
局
を
設
置
す
る
こ
と
�
家
族

旅
行
や
個
人
旅
行
を
促
進
す
る
た
め
、

有
給
休
暇
連
続
取
得
の
推
進
を
図
る
こ

と
。ま
た
、中
小
企
業
へ
の
省
力
化
支
援

及
び
雇
用
へ
の
奨
励
金
の
支
給
を
図
る

こ
と
�
家
族
向
け
旅
行
資
金
積
立
制
度

の
創
設
を
図
る
こ
と
�
外
国
人
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
人
材
の
育
成
や
外
国
語

表
示
の
観
光
案
内
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

（
全
員
賛
成
）

政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書

片山小学校にエレベーターを
（公 明 党）

学校施設のバリアフリー化

吹
田
高
校
定
時
制

廃
校
反
対
を
働
き
か
け
よ

（
日
本
共
産
党
）

本
庁
舎
の
屋
上
緑
化

工
事
執
行
を
一
時
中
断
せ
よ

（
市
民
リ
ベ
ラ
ル
）

自
立
し
た
地
方
自
治
体
へ

財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
れ

（
民
主
市
民
連
合
）

２００４年（平成１６年）１月２７日 発行（２）す い た 市 議 会 だ よ り



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������������

�����������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

問
少
子
化

が
進
行
す
る
中

で
、
遊
び
相
手

や
集
団
生
活
を

求
め
て
３
歳
児

の
就
園
率
が
急

増
し
て
い
る

が
、
３
歳
児
人

口
の
何
割
が
私

立
幼
稚
園
に
就

園
し
て
い
る
の

か
。答

本
市
の

３
歳
児
人
口
は

３
７
８
８
人
で

あ
り
、
こ
の
う

ち
１
６
１
４

人
、
約
４２
・
６
％
が
私
立
幼
稚
園
に

就
園
し
て
い
る
。

問
市
は
私
立
幼
稚
園
に
子
ど
も

を
通
園
さ
せ
る
世
帯
に
対
し
、
公
立

幼
稚
園
児
の
保
護
者
と
の
保
育
料
負

担
金
額
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、

私
立
幼
稚
園
保
護
者
補
助
金
を
支
給

し
て
い
る
が
、
３
歳
児
の
保
護
者
に

は
支
給
し
て
お
ら
ず
、
金
額
も
十
分

な
も
の
で
は
な
い
。
吹
田
市
私
立
幼

稚
園
児
保
護
者
会
か
ら
要
望
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
が
、
支
給
対
象
を
３

歳
児
ま
で
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
同

補
助
金
を
増
額
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
同
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
４
歳
児
、
５
歳
児
の
保
護
者
に

対
し
、
そ
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
支
給
し
て
い
る
が
、
保
護

者
会
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
書
に
つ
い

て
は
、
近
年
の
社
会
、
経
済
状
況
か

ら
真
摯
に
受
け
と
め
て
い
る
。
昨
年

５
月
に
策
定
し
た
吹
田
市
幼
稚
園
教

育
振
興
計
画
に
お
い
て
も
、
私
立
幼

稚
園
の
果
た
す
役
割
及
び
公
私
が
協

働
し
た
取
組
み
の
推
進
が
、
一
層
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
保
護
者

負
担
の
軽
減
の
観
点
か
ら
も
、
支
給

対
象
の
拡
充
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後

十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
中
小
企
業
の
経
営
環
境
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
経
営
者

が
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
企
業
再
生
に
向
け
た
相

談
窓
口
の
充
実
や
運
転
資
金
貸
付
限

度
額
の
大
幅
な
拡
大
な
ど
、
支
援
体

制
を
一
層
強
化
す
べ
き
で
は
な
い

か
。答

本
市
窓
口
で
は
、
市
内
中
小

企
業
者
の
事
業
資
金
や
経
営
革
新
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
て
お
り
、
借
換

保
証
制
度
な
ど
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
保
証
を
受
け
る
際
に
必
要
な
認
定

申
請
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
８
月
か
ら
は

本
市
の
制
度
融
資
利
用
者
に
対
し
、

返
済
猶
予
措
置
の
緩
和
も
図
っ
て
い

る
。
融
資
枠
の
拡
大
や
融
資
期
間
の

延
長
に
つ
い
て
は
、
市
長
会
を
通
じ

大
阪
府
に
対
し
て
引
き
続
き
要
望
し

て
い
き
た
い
。

一
方
、
商
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
中
小
企
業
診
断
士
で
あ
る
本

市
の
商
業
相
談
員
が
商
店
街
等
へ
出

向
き
、
商
業
者
か
ら
実
情
を
聞
き
な

が
ら
、
適
切
な
経
営
、
環
境
改
善
な

ど
の
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、
商
業

者
に
市
の
補
助
制
度
を
利
用
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
商
店
街
等
の
商
業
施

設
の
整
備
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

今
後
と
も
、
吹
田
商
工
会
議
所
や

国
・
府
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
、
さ
ら
に
中
小

企
業
へ
の
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

商商業業相相談談員員にによよるる巡巡回回相相談談

問
退
職
時
に
基
本
給
を
引
き
上

げ
、
職
員
の
退
職
手
当
を
増
額
す
る

特
別
昇
給
制
度
を
本
市
で
も
実
施
し

て
い
る
が
、
昨
年
度
の
特
別
昇
給
分

の
一
人
当
た
り
の
平
均
支
給
額
と
そ

の
総
額
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
市
民
と
と
も
に
財
政
改
革

を
進
め
る
た
め
に
も
、
市
民
に
わ
か

り
に
く
い
同
制
度
は
改
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
本
市
で
は
、
勤
務
成
績
の
特

に
良
好
な
職
員
に
対
し
、
退
職
時
に

勤
続
期
間
１０
年
以
上
で
１
号
給
、
２０

年
以
上
で
２
号
給
の
特
別
昇
給
を
実

施
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
一
人
当
た

り
約
６３
万
円
、
総
額
で
約
８
８
０
０

万
円
を
支
給
し
て
い
る
。

今
後
は
、
国
や
他
市
の
状
況
等
も

勘
案
し
な
が
ら
、
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
退
職
手
当
制
度
の
見
直
し
作
業

の
中
で
、
特
別
昇
給
制
度
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
市
長
な
ど
の
特
別
職
の
退
職

手
当
は
他
の
自
治
体
と
比
べ
て
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
特
別
職
の
退
職
手
当
に
つ
い

て
は
、
給
料
月
額
に
在
職
月
数
を
乗

じ
、
さ
ら
に
係
数
を
乗
じ
て
算
出
し

て
い
る
。

北
摂
各
市
の
係
数
と
の
比
較
で

は
、
市
長
に
つ
い
て
は
、
北
摂
平
均

の
１
０
０
分
の
４８
・
８
に
対
し

１
０
０
分
の
５８
、助
役
に
つ
い
て
は
、

同
３１
・
５
に
対
し
４２
、
収
入
役
に
つ

い
て
は
、
同
２２
・
８
に
対
し
２７
と
な

っ
て
い
る
。

問
小
泉
内
閣
は
、
国
民
の
多
く

の
不
安
や
反
対
に
逆
行
す
る
か
の
よ

う
に
、ま
た
、説
明
責
任
を
十
分
に
果

た
さ
な
い
ま
ま
に
、
イ
ラ
ク
復
興
支

援
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
自
衛
隊
派

兵
の
基
本
計
画
を
閣
議
決
定
し
た
。

米
英
軍
当
局
が
、
イ
ラ
ク
全
土
が

戦
争
状
態
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
状

況
の
下
で
、
自
衛
隊
を
派
兵
す
る
こ

と
は
、
イ
ラ
ク
復
興
支
援
特
別
措
置

法
の
立
場
か
ら
見
て
も
道
理
が
な

く
、
何
よ
り
も
憲
法
第
９
条
を
踏
み

に
じ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

非
核
平
和
都
市
を
宣
言
し
て
い
る

本
市
と
し
て
、
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊

の
派
兵
に
つ
い
て
、
反
対
の
立
場
を

明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

答
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ

て
い
る
本
市
と
し
て
は
、
過
去
２
回

内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
恒
久
平
和

を
望
む
立
場
か
ら
の
要
請
を
行
っ
た

よ
う
に
、
国
連
を
中
心
と
し
て
国
際

社
会
が
協
調
し
、
イ
ラ
ク
復
興
の
た

め
に
努
力
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

自
衛
隊
の
派
遣
に
つ
い
て
、
イ
ラ

ク
派
遣
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
が
、
今
後
、
国
会
で
さ
ら
に
十
分

な
審
議
が
尽
く
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
と
も
、
日
本
国
憲
法

に
う
た
わ
れ
て
い
る
平
和
の
理
念
を

基
調
に
、
平
和
啓
発
事
業
を
引
き
続

き
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
都
市
計

画
道
路
十
三
高

槻
線
の
本
市
吹

東
町
の
穴
田
川

か
ら
摂
津
市
の

正
雀
一
津
屋
線

ま
で
の
正
雀
工

区
は
、
地
元
自

治
会
が
大
阪
府

へ
の
用
地
売
却

に
最
大
限
の
協

力
を
し
て
き
た

が
、
府
が
大
阪

学
院
大
学
や
同

高
等
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
用
地

の
買
収
に
着
手

し
て
い
な
い
た
め
、
整
備
が
進
ん
で

い
な
い
。

市
は
、地
元
自
治
会
へ
の
配
慮
や
、

関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
府
に
対
し
、
同
路
線
全
体
の
早

期
完
成
と
都
市
計
画
道
路
豊
中
岸
部

線
へ
の
接
続
を
強
く
要
望
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
同
工
区
は
、
事
業
区
間
が

１
・
３
�
と
長
く
、
正
雀
川
や
阪
急

京
都
線
の
地
下
に
道
路
を
通
す
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
工
事
が
必
要
で
あ
り
、
多

大
な
事
業
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
府
で
は
、
正
雀
一
津
屋
線
か

ら
豊
中
岸
部
線
ま
で
の
区
間
を
重
点

的
に
整
備
す
る
方
針
で
用
地
取
得
を

進
め
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
地
域
の
活
性
化

や
都
市
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
に

も
、
同
路
線
全
体
が
早

期
に
完
成
す
る
よ
う
府

に
強
く
要
望
す
る
と
と

も
に
、
同
路
線
か
ら
豊

中
岸
部
線
へ
の
接
続
に

つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て

要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
と

も
地
元
の
要
望
を
聞
き

な
が
ら
円
滑
に
事
業
が

進
捗
す
る
よ
う
、
よ
り

一
層
努
力
し
て
い
き
た

い
。

府府道道十十三三高高槻槻線線のの整整備備予予定定地地（（南南正正雀雀））

◇
新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
の
起
業
・
創
業
環
境
の
早

急
な
整
備
を
求
め
る
意
見
書

次
の
施
策
を
早
急
に
講
じ
る
と
と
も
に
、
制
度
の
拡
充
を
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。
�
効
果
的
な
規
制
改
革
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

活
性
を
図
る
と
と
も
に
、
環
境
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
情
報
通
信

な
ど
２１
世
紀
型
産
業
へ
の
重
点
投
資
を
行
い
、
新
た
な
雇
用
を
５
０
０

万
人
創
出
す
る
こ
と
�
エ
コ
産
業
の
市
場
規
模
を
拡
大
し
雇
用
創
出
を

図
る
こ
と
�
観
光
産
業
を
振
興
し
雇
用
の
創
出
を
図
る
こ
と
�
政
府
系

金
融
機
関
及
び
民
間
金
融
機
関
な
ど
に
よ
る
新
た
な
創
業
・
起
業
へ
の

資
金
調
達
の
支
援
策
（
無
担
保
・
無
保
証
を
含
む
）
の
一
層
の
拡
充
を

図
る
こ
と
	
定
年
年
齢
の
引
上
げ
な
ど
に
よ
り
６５
歳
ま
で
の
雇
用
の
確

保
を
図
る
こ
と


若
年
者
の
失
業
率
を
半
減
さ
せ
る
施
策
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
�
技
術
力
や
新
し
い
ア
イ
デ
ア
な
ど
内
容
中
心
の
新
融
資

制
度
の
確
立
を
図
る
こ
と
�
投
資
を
促
進
す
る
税
制
支
援
策
の
拡
充
を

行
う
こ
と
。

（
全
員
賛
成
）

１０
月
定
例
会
閉
会
後
の
主
な
議
会

活
動
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
１０
月
】

２７
日

決
算
審
査
特
別
委
員
会

【
１１
月
】

５
日

決
算
審
査
特
別
委
員
会

６
日

決
算
審
査
特
別
委
員
会

７
日

決
算
審
査
特
別
委
員
会

１０
日

決
算
審
査
特
別
委
員
会

１１
日

議
会
だ
よ
り
編
さ
ん
委
員
会

１２
日

決
算
審
査
特
別
委
員
会

１９
日

都
市
環
境
整
備
対
策
特
別
委

員
会

２０
日

吹
田
操
車
場
等
跡
利
用
対
策

特
別
委
員
会

２６
日

議
会
運
営
委
員
会

【
１２
月
】

１
日

本
会
議
（
臨
時
会
）

３
日

本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

９
日

議
会
だ
よ
り
編
さ
ん
委
員
会

１０
日

本
会
議

１１
日

本
会
議

１２
日

本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

１５
日

本
会
議

１６
日

議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委

員
会
（
財
政
総
務
、
文
教
市

民
、
福
祉
環
境
、
建
設
）、
文

教
市
民
委
員
協
議
会

１７
日

常
任
委
員
会
（
財
政
総
務
、

建
設
）、
建
設
委
員
協
議
会

２２
日

議
会
運
営
委
員
会

２４
日

本
会
議

市議会では、議会をよりよ
く知っていただくために、市
のホームページの中に市議会
のページを開設しています。
市議会のしくみ、議員名簿、
請願・陳情の手続き、会議録
検索、市議会だより(PDF)な
どを掲載しています。ぜひご
利用ください。
市のホームページアドレスは
http���www.city.suita.osaka.
jp�です。

（公 明 党）

（民主市民連合）

退
職
時
の
特
別
昇
給
制
度

３歳児まで拡充せよ

早 期 完 成 を 要 望 せ よ

私立幼稚園保護者補助金

都市計画道路十三高槻線

早
急
に
改
善
を
図
れ

（
吹
田
い
き
い
き
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

議

会
日

誌

厳
し
い
中
小
企
業
の
経
営
環
境

支
援
体
制
の
強
化
を

（
自
由
民
主
党
）

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵

反
対
の
立
場
を
明
確
に

（
日
本
共
産
党
）

市議会の
ホームページを
開設しています。

す い た 市 議 会 だ よ り（３）２００４年（平成１６年）１月２７日 発行


